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ボッシュ、地域と事業セクターの成長促進を目指す 

2022 年度は将来に向けた堅固な基盤を構築 

 

 2022 年度の目標を達成：売上高 882 億ユーロ／EBIT（支払金利前税引前利益）

38 億ユーロ／支払金利前税引前利益率 4.3％ 

 2023 年の見通し：世界経済成長率は 1.7％、売上高は 6～9％増加、支払金利前

税引前利益率は約 5％ 

 将来に向けた多額投資：2022 年の研究開発と資本投資額は 120 億ユーロ超 

 モビリティ事業の再編： 2029 年までに 800 億ユーロ超の売上高を目指す 

 シュテファン・ハルトゥング：私たちの目標は、「Invented for life」人と社会に役立つ

革新のテクノロジーを用いて世界のすべての地域で成長し、関連する市場で 3 大

サプライヤーの一角を占めることです」 

 マルクス・フォーシュナー：「2023 年には、利益率 7％以上という長期目標に少しで

も近づけることを目指しています」 

 

 

 

シュトゥットガルト／レニンゲン（ドイツ） – 課題の多い年にもかかわらず、ボッシュは

2022 年度の事業目標を上回りました。グローバル規模で革新的なテクノロジーとサー

ビスを提供するボッシュの売上高は、前年の 787 億ユーロから 882 億ユーロへと増

加しました。これは 12.0％の伸び率で、為替調整後は 9.4％となります。支払金利前

税引前利益（EBIT）は 38 億ユーロを達成し、前年の 32 億ユーロを上回りました。支

払金利前税引前利益率は、前年の 4.0％に対し、4.3％に上昇しました。ロバート・ボッ

シュ GmbH 取締役会会長のシュテファン・ハルトゥングは、次のように述べています。

「ボッシュは 2022 年の課題にうまく立ち向かい、売上高と利益率の両方で予想を上回

りました。たとえ経済的・社会的環境が厳しいままであっても、私たちは大幅に成長を

促進させたいと考えています」 

 

今後数年間は通常のインフレ率を前提として、年間売上高を平均 6～8％増やし、7％

以上の利益率達成を目標としています。「私たちの目標は、世界のすべての地域で成

長し、関連する市場で 3 大サプライヤーの一角を占めることです」と、ハルトゥングは語

ります。 

 

https://www.bosch-presse.de/pressportal/de/en/dr-stefan-hartung-43341.html
https://www.bosch-presse.de/pressportal/de/en/dr-stefan-hartung-43341.html
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気候変動との闘いは、事業と社会に大きな変化をもたらすとともに、テクノロジーの進

化も加速しています。「この技術的変革は、既存事業および関連する新分野の両方に

おいて、私たちが捉えたい成長の機会をもたらしています」と、ハルトゥングは述べてい

ます。「こうした状況において、電動化、自動化、デジタライゼーションの主要なトレンド

に限らず、これまで以上にソフトウェアや AI に関しても、当社の『Invented for life』の

理念は理想的なのです」 

 

将来の投資：技術革新力には財務力が必要 

「2022 年、ボッシュは厳しい環境にもかかわらず好業績を収めました。それに加えて、

ボッシュが将来の市場で成功するための基盤を整えました」と、ロバート・ボッシュ

GmbH の財務担当取締役であるマルクス・フォーシュナーは述べています。ボッシュは

昨年、将来に向けて総額 120 億ユーロ超を支出しました。研究開発費は 72 億ユーロ

（2021 年：61 億ユーロ）に増加し、売上高に占める割合は 8.2％（2021 年：7.8％）と

なりました。資本投資も 10 億ユーロ増の 49 億ユーロとなりました。自己資本比率は

微増し 46.6％（2021 年：45.3％）になりました。先行投資とは別に、不確実性の高い

環境下で優れた能力を発揮できるよう、資金が必要でした。これにより、昨年のフリー

キャッシュフローはマイナス 40 億ユーロとなりました。フォーシュナーは次のように指

摘します。「たとえボッシュに必要な資金があり、非常に健全な財務状況でも、投資とコ

スト管理の間で難しいバランスを取り続ける必要があります」 

 

2023 年の展望：コスト圧力、インフレ、経済の冷え込み 

新型コロナウイルスのパンデミックの余波があるにもかかわらず、ボッシュ・グループの

2023 年の第 1 四半期の売上高は、前年同期比 3.5％増となりました。北米は特に好

調に推移し、18.0％の 2 桁成長を達成しました。欧州でも 7.7％という力強い成長を遂

げました。「新事業年度の最初の数カ月が、2023 年も困難な年になることを示唆して

います」と、財務担当取締役は述べました。原材料とエネルギー市場の価格に加え、イ

ンフレも高止まりするとの見通しを示しました。2023 年の世界経済の成長率は 1.7％

にとどまり、前年比でかなり冷え込むとボッシュは予想しています。控えめな経済見通

しにもかかわらず、ボッシュは 2023 年に 6～9％の売上成長を目指しています。また、

支払金利前税引前利益率は約 5％を目標にしています。「このようにして、利益率 7％

以上という長期目標に少しでも近づけることを目指しています。私たちは野心的なロー

ドマップを策定しました」と、フォーシュナーは述べています。 

 

モビリティ事業：再編による成長 

ボッシュは変化した市場とお客様の要求に合わせて、モビリティ事業を再編していま

す。これにより、カスタマイズしたテクノロジーとソリューションをワンストップで提供する

ことで、既存および新規の顧客ニーズに対して、より良く、より迅速に対応することが可

能となります。「私たちはテクノロジーのリーディングサプライヤー、そしてモビリティ産

業におけるお客様に選ばれるパートナーであり続けたいと考えています。この再編は、

そのための基盤作りです」と、ハルトゥングは語りました。現在のモビリティ ソリューショ

ンズ事業セクターは今後、世界 66 カ国の 300 以上の拠点に約 23 万人の従業員を

擁する、「ボッシュ モビリティ」事業セクターとなります。社内では自らの事業に責任を

https://www.bosch-presse.de/pressportal/de/en/dr-markus-forschner-230465.html
https://www.bosch-presse.de/pressportal/de/en/dr-markus-forschner-230465.html
https://www.bosch-presse.de/pressportal/de/en/dr-markus-forschner-230465.html
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負い、独自のリーダーシップチームを持つことになります。2024 年 1 月 1 日をもって

一部の事業部が再編され、すべての事業部に共通の責任も与えられます。ボッシュの

会長は、モビリティ事業は新体制において 2029 年までに年間平均約 6％成長し、年

間売上高 800 億ユーロ以上達成を目指すと発表しました。将来の成長の柱のひとつ

が自動車用ソフトウェア市場で、2030 年までに 3 倍の市場規模になると予想されてい

ます。この市場においてボッシュ モビリティは、オペレーティングシステム向けのソフト

ウェアソリューションと、ソフトウェア・ディファインド・ビークルの領域に特化したアプリ

ケーションをお客様に提供します。ボッシュはまた、車載エレクトロニクス事業を大幅に

拡大しています。ボッシュは SiC（炭化ケイ素）チップの需要拡大に対応するため、米国

の半導体メーカーである TSI セミコンダクターズの事業の一部を買収する予定です。

ボッシュでは、今後数年間で米国カリフォルニア州ローズビルを拠点とする同社に 14

億ユーロ以上を投資し、製造設備を刷新することを計画しています。2026 年からは、

革新的な素材である SiC（炭化ケイ素）をベースにした 200mm ウエハを用いて、チッ

プの製造が開始される見込みです。 

 

エネルギー・ビルディングテクノロジー：代替暖房への移行に伴う成長 

ハルトゥングは、特に世界のエネルギーシステムの全面的な見直しが、さらなるビジネ

スチャンスの源泉になると考えています。「私たちはモビリティで大きな成功を収めてい

ますが、成長分野はそこだけではありません」とハルトゥングは述べます。「暖房システ

ムの電動化に関して言えば、私たちのヒートポンプは非常に需要があります」。ボッ

シュでは、同分野が自動車向け電動パワートレインと同様に、平均以上の成長を牽引

しています。ボッシュはヒートポンプの生産能力を拡大しており、2030 年までに欧州で

総額 10 億ユーロ以上の投資を検討しています。ボッシュは、今年初めにドイツのアイ

ベルスハウゼンでの量産開始に続き、ポーランドのドブロミエシュに新工場を建設する

ことを先日発表しました。「住宅所有者が手ごろな価格で最新の暖房システムにできる

よう、ハイブリッドソリューションも推進しています。既存のガス燃焼によるボイラーを小

型のヒートポンプと組み合わせて使用することで、大規模な改修が不要になることが

多々あります」。このソリューションは、ヒートポンプのみの場合と比べて暖房システム

を最新式にする際のコストを 30％も削減できます。ボッシュでは、欧州のヒートポンプ

市場が 2023 年に 20％成長すると見込んでいます。これに関連する売上高は、ボッ

シュの 2 倍以上の速さで伸びています。この急成長は 2020 年代半ばまで続くと予想

されています。さらに、商業ビルのエネルギー効率とコスト効率を向上させる動きも、

ボッシュに恩恵をもたらしています。最近の Hörburger AG の買収によって、ボッシュ

の製品ポートフォリオにビルディングオートメーションが加わり、ラインナップが拡大しま

した。 

 

産業機器テクノロジーと消費財：野心的な成長目標 

ボッシュは産業機器テクノロジー事業と消費財事業においても、成長経路を歩んでい

ます。2016 年以降、産業機器テクノロジーの売上高は約 70 億ユーロに拡大しまし

た。「2028 年の売上高目標は 100 億ユーロです。これは、産業機器テクノロジーの最

前線に立つために重要です」とボッシュの会長は述べました。さらに、約 2,100 人の従

業員を擁する HydraForce を最近買収したことが中心的な役割を果たすと付け加え、

https://www.bosch-presse.de/pressportal/de/en/heat-pump-production-in-eibelshausen-has-started-251584.html
https://www.bosch-presse.de/pressportal/de/en/heat-pump-production-in-eibelshausen-has-started-251584.html
https://www.bosch-presse.de/pressportal/de/en/hannover-messe-bosch-aims-to-increase-sales-of-industrial-technology-to-over-10-billion-euros-253185.html
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「この米国の専門企業を買収したことで、小型油圧機器の売上高が 3 倍になっただけ

ではなく、HydraForce のディーラーネットワークにより、米国市場への活路を開きま

す」と語りました。ボッシュ・レックスロスもオフハイウェイ車の電動化という新分野に参

入しています。同事業部はつい先日、この分野向けの完全な製品群となる eLion プロ

グラムを発表しました。オフハイウェイ車両メーカーからも大量の注文を獲得していま

す。「トラクター、コンクリートミキサー、掘削機の電動化は、まさに業界が待ち望んでい

たものです」 

 

消費財事業セクターにも野心的な成長目標があります。たとえば、 電動工具事業部は

2030 年までに売上高を 2 倍以上に増やし、100 億ユーロの大台を超えることを目指

しています。これを実現するために、昨年、アクセサリー事業の拡大などにすでに約 3

億ユーロを投資しました。今年はさらに 9 桁の投資（ユーロ）が計画されています。そ

の中でも、電動工具の世界市場の 40％以上を占める北米に焦点を当てます。 BSH 

Hausgeräte も、2024 年からメキシコの新工場で北米市場向けの冷房装置の製造を

予定するなど、北米での地位の強化を目指しています。 

 

2022 年度：事業セクター別の業績 

モビリティ ソリューションズはボッシュ最大の事業セクターであり、売上高は 16.0％（為

替調整後：12.1％）増の 526 億ユーロと、大幅に増加しました。利益率は予想を上回

り、0.7％から 3.4％に上昇しました。「慢性的な半導体不足と自動車生産の低成長に

もかかわらず、モビリティ関連の売上を大幅に増やすことができました」とフォーシュ

ナーは述べています。「同時に、コスト上昇に合わせた価格調整を余儀なくされまし

た」。産業機器テクノロジー事業セクターは、堅調な機械市場の恩恵を受け、売上高は

13.9％（為替調整後： 11.0％）増の 69 億ユーロでした。支払金利前税引前利益率は 

9.8％に増加しました。消費財事業セクターは家電製品と電動工具における大幅な需

要の落ち込みに影響されましたが、売上高は 1.5％（為替調整後：1.6％）増の 213 億

ユーロでした。加えて、ロシア事業の段階的廃止が収益を圧迫し、支払金利前税引前

利益率は前年の 10.2％から 4.5％に減少しました。エネルギー・ビルディングテクノロ

ジー事業セクターは 2022 年に大きく成長し、売上高は 17.4％（為替調整後：15.9％）

増の 70 億ユーロに達しました。この成長を牽引したのは、気候に配慮した暖房システ

ムに対する大きな需要でした。支払金利前税引前利益率は 6.0％（2021 年：5.1％）で

した。 

 

2022 年度：地域別の業績 

「ボッシュ・グループは、2022 年にすべての地域で大幅な売上高の増加を記録するこ

とができ、とりわけアメリカ大陸が顕著でした」とフォーシュナーは述べています。北米

での売上高は 25.7％（為替調整後：12.3％）増の 144 億ユーロでした。南米では売上

高が 18 億ユーロに達しました。これは 26.0％（為替調整後：16.7％）の増加になりま

す。ヨーロッパの売上高は前年比 7.3％（為替調整後：9.8％）増の 443 億ユーロでし

た。アジア太平洋とその他の地域の売上高は、12.8％（為替調整後：7.1％）増の 277

億ユーロでした。 

 

https://www.bosch-presse.de/pressportal/de/en/sustainable-growth-bosch-power-tools-plans-to-more-than-double-sales-by-2030-251908.html
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2022 年の従業員数：全世界で 18,724 人増加 

2022 年 12 月 31 日時点で、ボッシュ・グループの従業員数は世界で 42 万 1,338 人

で、前年比 18,724 人増となりました。従業員数はすべての地域で増加し、その伸びの

ほとんどがアメリカ大陸とアジア太平洋地域におけるものでした。研究開発部門の従業

員数は 9,422 人から 85,543 人へと増加し、このうち約 44,000 人がソフトウェア開発

に携わっています。 

 

報道関係対応窓口： 

コーポレート・事業・財務関連： 

Sven Kahn、電話：+49 711 811-6415、Twitter：@BoschPress 

エネルギー・ビルディングテクノロジー、消費財： 

Dörthe Warnk、電話：+49 711 811-55508、Twitter：@d_warnk 

産業機器テクノロジー、インダストリー4.0： 

Dennis Christmann、電話：+49 711 811-58178、Twitter：@BoschPress 

持続可能なモビリティ： 

Jörn Ebberg、電話：+49 711 811-26223、Twitter：@joernebberg 

人事・社会福祉： 

Nora Katharina Lenz-Gaspary、電話：+49 711 811-13315、Twitter：@BoschPress 

 
世界のボッシュ・グループ概要 

ボッシュ・グループは、グローバル規模で革新のテクノロジーとサービスを提供するリーディングカン
パニーです。2022 年の従業員数は約 42.1 万人（2022 年 12 月 31 日現在）、売上高は 882 億
ユーロ（約 12.2 兆円*）を計上しています。現在、事業はモビリティ、産業機器テクノロジー、消費財、
エネルギー・ビルディングテクノロジーの 4 事業セクター体制で運営しています。ボッシュは IoT テク
ノロジーのリーディングプロバイダーとして、スマートホーム、インダストリー4.0 さらにコネクテッドモビ
リティに関する革新的なソリューションを提供しています。ボッシュは、サステイナブル、安全かつ魅力
的なモビリティを追求しています。ボッシュはセンサー技術、ソフトウェア、サービスに関する豊富な専
門知識と「Bosch IoT cloud」を活かし、さまざまな分野にまたがるネットワークソリューションをワンス
トップでお客様に提供することができます。ボッシュ・グループは、AI（人工知能）を搭載する、もしくは
AI が開発・製造に関わった製品を提供することで、コネクテッドライフを円滑にすることを戦略目標に
掲げています。ボッシュは、革新的で人々を魅了する全製品とサービスを通じて生活の質の向上に貢
献します。つまり、ボッシュはコーポレートスローガンである「Invented for life」-人と社会に役立つ革
新のテクノロジーを生み出していきます。ボッシュ・グループは、ロバート・ボッシュ GmbH とその子会
社 470 社、世界約 60 カ国にあるドイツ国外の現地法人で構成されており、販売／サービスパート
ナーを含むグローバルな製造・エンジニアリング・販売ネットワークは世界中のほぼすべての国々を
網羅しています。ボッシュは 2020 年第一四半期に、世界 400 超の拠点でカーボンニュートラルを達
成しています。ボッシュの未来の成長のための基盤は技術革新力であり、世界 136 の拠点で約 8 万
5,000 人の従業員が研究開発に、そのうち約 4.4 万人がソフトウェアエンジニアリングに携わってい
ます。 

 

ボッシュの起源は、1886 年にロバート･ボッシュ（1861～1942 年）がシュトゥットガルトに設立した「精
密機械と電気技術作業場」に遡ります。ロバート・ボッシュ GmbH の独自の株主構造は、ボッシュ・グ
ループの企業としての自立性を保証するものであり、ボッシュは長期的な視野に立った経営を行い、
将来の成長を確保する重要な先行投資を積極的に行うことができます。ロバート・ボッシュ GmbH の
株式資本の 94％は慈善団体であるロバート・ボッシュ財団が保有しており、残りの株式はロバート・
ボッシュ GmbH および創業家であるボッシュ家が所有する法人が保有しています。議決権の大半は
ロバート・ボッシュ工業信託合資会社が保有し、株主の事業機能を担っています。 

 

*2022 年の為替平均レート、1 ユーロ＝137.9900 円で計算 
 

さらに詳しい情報は 以下を参照してください。 

www.bosch.com ボッシュ・グローバル・ウェブサイト （英語） 
www.bosch-press.com ボッシュ・メディア・サービス （英語） 

http://www.bosch.com/
http://www.bosch-press.com/
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https://twitter.com/BoschPresse ボッシュ・メディア 公式ツイッター （ドイツ語） 
www.bosch.co.jp/ ボッシュ・ジャパン 公式ウェブサイト （日本語） 
https://twitter.com/Boschjapan ボッシュ・ジャパン 公式ツイッター （日本語） 
https://www.facebook.com/bosch.co.jp ボッシュ・ジャパン 公式フェイスブック （日本語） 
https://www.youtube.com/boschjp ボッシュ・ジャパン 公式 YouTube （日本語） 
 

http://www.bosch.co.jp/
https://twitter.com/Boschjapan
https://www.facebook.com/bosch.co.jp
https://www.youtube.com/boschjp

